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製品○○○の納入価格改定のお断り

拝復　残寒の候、貴社ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。平素は、なにかとご配慮をいただき厚くお礼申しあげます。
[bookmark: _GoBack]　さて、2月20日付貴信（営業XXX-1234）を拝見いたしました。早速ご依頼の件につきまして社内で検討した結果を、ご回答申し上げます。
　ご承知の通り弊社は、創業100年にわたり多くのお客様とお取引をさせていただいております。お客様には、すでに来年度の取引価格は従来通りと連絡済みであり、いくつかの取引も既に決まっている状況でございます。今回の値上げ分を弊社で吸収することも考えましたが、現状の財政状況では難しいとの判断をいたしました。貴社の状況もご理解できますが、今回はご辞退申し上げる以外に方法はありません。
　貴社のご期待に添えず誠に遺憾ではございますが、何卒ご容赦賜りますようお願い申しあげます。また、今回の件はもう少し早くご提示いただけたらご相談に応じることができたものと残念でなりません。先々、別の機会で貴社とのお取引ができますことを祈念いたします。
　まずは、当方の事情もご賢察のうえ、あしからずご了承くださいますようお願い申しあげます。
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